もっと楽しく、手軽に新聞活用
NIE実践交流学習会のご案内

岩手県NIE協議会は２０１９年度第３回NIE実践交流学習会を下記の通り開催します。
２０２０年度から、新学習指導要領が順次実施されます。小中高全ての校種の総則に情報活用能力を育むため新聞などの活用を図ることが、初めて明記されました。各教科の内容にも、引き続き「新聞」が数多く登場しています。県内の学校でもＮＩＥ（教育に新聞を）の活動が広がっています。NIE実践交流学習会では、沿岸地区の学校の実践を通じて、活動の魅力や効果を知っていただき、教育関係者の皆様に交流を深めていただくのが狙いです。参加無料です。教員を目指す大学生のご参加も歓迎いたします。

◇日時　2020年2月7日（水）14:00～17:00（受付13:30～）

◇場所　大槌町中央公民館（大槌町小槌32-126　TEL：0193-42-3030）

◇参加料　無料

◇主催・企画運営　岩手県ＮＩＥ協議会（会長：田代高章　岩手大学教育学部教授）

◇発表者・内容
　〈第１部：実践発表〉
　①岩手県立大槌高等学校教諭　鈴木紗季さん
　②大槌町立大槌学園教諭　多田俊輔さん
　③岩手日報社編集局NIE・読者部専任部長（岩手県NIE協議会事務局長）　礒崎真澄
〈第２部：ワークショップ〉
大槌学園教諭　多田俊輔さん




◇プログラム
〈第１部：実践発表〉
「新聞を用いた英語活動プラン」（14:05～14:45）
講師：鈴木紗季さん（岩手県立大槌高等学校教諭）
・４人グループが英語で意見・感想を書き込む新聞スクラップリレーの実践
・新聞写真や４こま漫画を使ったスピーキング・ライティング
・その他、日常のＮＩＥ活動

「新聞を活用したふるさと科授業」 (14:55～15:35）
講師：多田俊輔さん（大槌町立大槌学園教諭）
・古里のために尽力した人物を新聞から学ぶ
・切り抜きなどを利用した「大槌希望新聞」の作成
・その他、日常のＮＩＥ活動

「県教委・NIE推進アドバイザー新聞活用出前授業の報告」 (15:45～16:00) 
講師：礒崎真澄（岩手日報社編集局NIE・読者部専任部長、岩手県ＮＩＥ協議会事務局長）
・東日本大震災津波について、新聞報道を通して学ぶ「復興教育」としての授業
・陸前高田市立高田東中学校が岩手日報企画「碑の記憶」を活用した３年社会の実践
・教師と記者のＴＴ形式の活動や記事に登場した人物の協力を得た活動の効果

〈第２部：ワークショップ〉
「新聞ワークシートを作ろう」（16:00～17:00） 
講師：多田俊輔さん（大槌学園教諭）
・多田教諭の指導で、新聞ワークシートを参加者で作成


◆学習会の申し込み・問い合わせ先
岩手県ＮＩＥ協議会事務局（盛岡市内丸３－７､岩手日報社編集局NIE・読者部内）
TEL：019-601-6215　FAX:019-653-8206　メール：nie@iwate-np.co.jp


第３回NIE実践交流学習会参加申込みＦＡＸ送信票



・出席　　　　　　　　　　　　・欠席

所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　１月３１日（金）までに返信をお願いいたします

あて先　　岩手県ＮＩＥ協議会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　電話　　019-601-6215
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